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大
き
な
会
社
や
工
場
な
ど
は
、
契
約
す

る
電
力
会
社
を
自
由
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が
、家
庭
や
商
店
向
け
の
電
気
は
、

各
地
域
の
電
力
会
社
だ
け
が
販
売
し
て
お

り
、
家
庭
や
商
店
で
は
電
気
を
ど
こ
か
ら

買
う
か
自
由
に
選
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

し
か
し
、
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
は
、

電
気
の
小
売
全
面
自
由
化
が
さ
れ
、
様
々

な
事
業
者
が
電
力
小
売
事
業
に
参
入
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
家
庭
や
個
人
商

店
、
町
工
場
な
ど
で
も
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
や
価
値
観
に
合
わ
せ
て
、
電
気
の
購
入

先
を
自
由
に
選
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

様
々
な
事
業
者
が
電
気
の
小
売
事
業

へ
参
入
す
る
こ
と
で
競
争
が
活
性
化
し
、

電
気
料
金
の
値
下
が
り
や
サ
ー
ビ
ス
メ

ニ
ュ
ー
の
多
様
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
時

間
帯
に
よ
っ
て
価
格
の
異
な
る
電
気
料
金

プ
ラ
ン
が
あ
っ
た
り
、
電
気
と
ガ
ス
、
電

気
と
携
帯
電
話
通
信
料
の
セ
ッ
ト
割
引
や

ポ
イ
ン
ト
還
元
な
ど
、
様
々
な
形
の
サ
ー

ビ
ス
も
登
場
し
て
お
り
、
毎
日
使
う
電
気

を
ど
こ
か
ら
買
う
か
、
自
分
の
考
え
に
応

じ
て
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

電気をどこから買うか自由に選ぶ時代に
電力小売の「全面自由化」

撮影場所：山北町お試し住宅　ホタルの家

電
力
小
売
の
全
面
自
由
化
っ
て

　
　
　
　
　
　
ど
う
い
う
こ
と
？

電
力
小
売
の
全
面
自
由
化
は

　
ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
？

　 　 電 力 小 売 自 由 化 の 歴 史
２００３年３月

電力小売自由化がスタート

「特別高圧」区分の大規模工
場やデパート、オフィスビルは
電力会社を自由に選ぶことが
できるようになりました。
　特別高圧とは…
　契約電力2,000ｋｗ以上

２００４年４月・２００５年４月
自由化領域拡大

自由化の対象が「高圧」区分
の中小規模工場や中小ビルへ
と拡大しました。
　高圧とは…
　契約電力50ｋｗ～2,000ｋｗ

「低圧」区分の家庭や商店な
どにおいても電力会社を自由
に選べるようになりました。
　低圧とは…
　　　契約電力50ｋｗ未満

２０１６年４月
電力小売の全面自由化
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必
ず
し
も
電
力
会
社
を
変
更
す
る
必
要

は
な
く
、
ま
た
変
更
す
る
の
に
期
限
は
な

い
の
で
、あ
わ
て
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

様
々
な
情
報
を
収
集
し
て
、
じ
っ
く
り
と

検
討
し
て
か
ら
、
変
更
す
る
の
か
、
継
続

す
る
の
か
決
め
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

電力会社の社員や関係者を装った
不審な勧誘や、個人情報を聞き出
そうとする事案も起きています。
不審な勧誘や便乗商法を受けた場
合は、「消費者ホットライン」な
どを利用して公的な窓口に相談し
ましょう。

消費者ホットライン　電話１８８

電
気
の
安
定
供
給
を
担
っ
て
い
る
送
配

電
部
門
は
、
電
力
小
売
自
由
化
後
も
引
き

続
き
、
政
府
が
許
可
し
た
企
業
が
担
当
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
ど
こ
の
小
売
事
業
者

か
ら
電
気
を
買
っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
と
同

じ
送
配
電
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
て
電
気

は
届
け
ら
れ
る
の
で
、
電
気
の
品
質
や
信

頼
性
（
停
電
の
可
能
性
な
ど
）
は
こ
れ
ま

で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

電
力
会
社
を
切
り
替
え
る
場
合
の
流
れ

は
次
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

各
社
の
サ
ー
ビ
ス
窓
口
、
電
話
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
か
ら
切
り
替
え
の
申
し
込

み
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
現
在
契
約
し
て

い
る
電
力
会
社
へ
の
解
約
手
続
き
は
、
切

り
替
え
先
の
電
力
会
社
が
手
続
き
を
行
う

こ
と
が
可
能
で
す
。

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い

な
い
家
庭
は
、
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
へ
の

交
換
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

電
力
の
供
給
の
仕
組
み
に
原
則
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。
電
力
は
発
電
所
か
ら
送
電

線
、
変
電
、
配
電
線
の
経
路
を
た
ど
り
、

各
家
庭
な
ど
へ
供
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
電

力
の
供
給
シ
ス
テ
ム
は
大
ま
か
に
分
け
る

と
、
発
電
部
門
、
送
配
電
部
門
、
小
売
部

門
の
３
つ
の
部
門
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

発
電
部
門
と
は

水
力
、
火
力
、
原
子
力
、
太
陽
光
、

風
力
、
地
熱
な
ど
の
発
電
所
を
運
営

し
、
電
気
を
作
る
部
門
の
こ
と
で
す
。

送
配
電
部
門
と
は

発
電
所
か
ら
各
家
庭
な
ど
ま
で
つ

な
が
る
送
電
線
・
配
電
線
な
ど
の
送

配
電
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
管
理
し
て
お

り
、
各
家
庭
な
ど
に
電
気
を
届
け
る

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
電

力
の
バ
ラ
ン
ス
を
調
整
し
、
停
電
を

防
ぎ
、
電
気
の
安
定
供
給
を
守
っ
て

い
ま
す
。

小
売
部
門
と
は

各
家
庭
な
ど
と
直
接
や
り
取
り
し
、

料
金
メ
ニュ
ー
設
定
や
契
約
手
続
き
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
って
い
ま
す
。

契
約
す
る
電
力
会
社
が
変
わ
っ
て
も

安
定
し
た
電
気
供
給
は
受
け
ら
れ
る
の
？

電
力
会
社
選
び
は

あ
わ
て
ず
じ
っ
く
り
と
考
え
て

電
力
会
社
を
切
り
替
え
る

　
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

最
初
に
電
力
会
社
を
切
り
替
え
る
場

合
、
電
気
メ
ー
タ
ー
が
ス
マ
ー
ト
メ
ー

タ
ー
に
交
換
さ
れ
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
メ
ー

タ
ー
は
通
信
機
能
を
持
ち
、
電
気
の
使
用

量
を
遠
隔
で
検
針
し
た
り
、
30
分
ご
と
の

使
用
量
を
計
測
で
き
る
も
の
で
す
。
交
換

に
は
原
則
と
し
て
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん

が
、特
殊
な
交
換
工
事
が
生
じ
る
場
合
は
、

費
用
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

電
力
小
売
全
面
自
由
化
に
よ
り
、

小
売
部
門
に
お
い
て
、
新
た
に
事

業
者
が
自
由
に
参
入
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

切
り
替
え
先
の
電
力
会
社

へ
の
申
し
込
み
が
必
要

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
へ
の

交
換（
未
設
置
の
方
の
み
）
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経済産業省資源エネルギー庁
専用ダイヤル

電　　話　０５７０－０２８－５５５
受付時間　９：００～１８：００
（土日祝日、年末年始を除く）

電力自由化についての
お問い合わせは

不審な勧誘や便乗商法
などに注意

特
　
集

▼

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー

　（
外
観
は
製
造
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

▼

従
来
の
電
気
メ
ー
タ
ー
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　　よろしくお願いします
平成28年度の自治会役員を紹介します（敬称略）

【
山
北
連
合
自
治
会
】

　
・
会　
長　
瀬
戸　
利
男
（
写
真
）

　
・
副
会
長　
稻
葉　
愼
一

　
・
副
会
長　
小
瀨　
　
潤

【
各
自
治
会
長
】

    

・
平　
山　
　
竹
内　
文
夫

    

・
台　
　
　
　
吉
田　
武
男

　
・
萩　
原　
　
勝
又　
　
透

　
・
萩
原
下　
　
杉
本　
顯
彦

　
・
馬　
場　
　
大
谷　
　
隆

　
・
田　
中　
　
木
川　
修
一

　
・
鶴　
野　
　
田
渕　
秀
一

　
・
鶴
野
南　
　
市
川　
智
栄

　
・
上
清
水　
　
千
田　
正
二

　
・
中
下
清
水　
　
柳　
和
夫

　
・
堂　
山　
　
鈴
木　
雄
三

　
・
田
屋
敷　
　
瀬
戸　
　
健

　
・
万　
随　
　
山
本　
和
夫

　
・
根　
下　
　
飯
田　
　
克

　
・
城　
山　
　
茂
川　
庸
幸

　
・
宮　
地　
　
藤
原　
廣
一

　
・
仁　
道　
　
瀬
戸　
成
美

　
・
怒
杭
文
化　
石
田　
吉
夫

【
各
自
治
会
長
】

　
・
嵐　
　
　
　
倉
橋　
博
行

　
・
大
蔵
野　
　
山
崎　
政
司

　
・
湯　
触　
　
山
﨑　
貞
和

　
・
山
市
場　
　
佐
藤　
文
夫

　
・
湯
本
平　
　
小
笹　
　
裕

　
・
川
西
平
山　
小
栗　
　
要

　
・
神　
縄　
　
大
胡
田
一
茂

　
・
峰　
下　
　
籔
田　
正
文

　
・
谷　
ケ　
　
細
谷　
榮
一

　
・
峰
塩
沢　
　
細
谷　
英
雄

　
・
谷
戸
諸
渕　
佐
藤　
　
愽

　
・
透　
間　
　
池
谷　
英
一

【
三
保
連
合
自
治
会
】

　
・
会　
長　
佐
藤　
　
勉
（
写
真
）

　
・
副
会
長　
岡
部　
　
修

【
各
自
治
会
長
】

　
・
浅　
瀬　
　
湯
山　
　
榮

　
・
玄　
倉　
　
杉
本
喜
代
治

　
・
箒　
沢　
　
佐
藤　
雅
己

　
・
畑　
　
　
　
湯
川　
勘
一

　
・
焼　
大　
　
岡
部　
　
修

　
・
尾　
崎　
　
伊
倉　
良
男 

【
問
合
せ
】
企
画
政
策
課
企
画
班

　
　
　
　
（
電
話
）
75
ー
3
6
5
1

【
岸
連
合
自
治
会
】

　
・
会　
長　
石
田　
進
二
（
写
真
）

　
・
副
会
長　
府
川　
秋
吉

　
・
副
会
長　
鈴
木　
敏
正

【
各
自
治
会
長
】

　
・
越　
地　
　
大
迫　
　
承

　
・
宿　
　
　
　
高
橋　
利
夫

　
・
班　
目　
　
石
田　
文
也

　
・
南　
原　
　
貞
松　
正
利

　
・
湯　
坂　
　
石
川　
正
則

　
・
原
耕
地　
　
石
渡　
誠
一

【
向
原
連
合
自
治
会
】

　
・
会　
長　
瀬
戸　
　
功
（
写
真
）

　
・
副
会
長　
一
石　
健
二

　
・
副
会
長　
平
田　
隆
夫

【
各
自
治
会
長
】

　
・
尺
里
西　
　
鈴
木　
俊
一

　
・
尺
里
中　
　
竹
内　
善
廣

　
・
尺
里
東　
　
瀬
戸　
雅
弘

【
各
自
治
会
長
】

　
・
高　
松　
　
飯
田　
幸
春

　
・
上
本
村　
　
荻
野　
清
一

　
・
下
本
村　
　
川
本　
壽
彦

　
・
本
村
東　
　
小
椋　
茂
夫

　
・
村　
雨　
　
奥
津　
髙
由

　
・
山　
下　
　
能
澤　
武
男

　
・
前
耕
地　
　
竹
下　
清
一

　
・
水　
上　
　
石
月　
義
男

【
共
和
連
合
自
治
会
】

　
・
会　
長　
山
﨑　
幸
與
（
写
真
）

　
・
副
会
長　
岩
本　
公
治

　
・
副
会
長　
杉
本　
君
雄

【
各
自
治
会
長
】

　
・
共
和
東　
　
岩
本　
貞
行

　
・
共
和
西　
　
江
上　
　
徹

【
清
水
連
合
自
治
会
】

　
　
・
会　
長　
尾
﨑　
政
男（
写
真
）

　
　
・
副
会
長　
細
谷　
英
雄

山北地区

岸 地 区

共和地区

三保地区

向原地区

清水地区

自治会に加入しませんか　あなたの参加で住みよいまちに　自治会活動をきっかけに地域の絆を深めましょう！
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平成２７年度末・平成２８年度　町職員の人事異動（敬称略）
［参事級］　　　　　　　　　　　　　　（平成２８年４月１日付け）

所　　　　　　属 氏　　名
参事兼企画政策課長 杉 山 浩 通
参事兼農林課長 府 川 博 文

［課長級］　　　　　　　　　　　　　　（平成２８年４月１日付け）

所　　　　　　属 氏　　名
財務課長 依 田 政 文
総務防災課長 瀬　戸　　　靖
町民税務課長 鈴 木 昌 樹
保険健康課長 佐 藤 孝 行
環境課長 松　下　　　修
都市整備課長 荻 野 直 美
会計管理者兼課長 高　村　富士夫
生涯学習課長 辻　　　和　雄
議会事務局長 倉 橋 博 行

［主幹・技幹級］　　　　　　　　　　　（平成２８年４月１日付け）

所　　　　　　属 氏　　名
企画政策課企画班主幹 和　田　　　薫
総務防災課庶務班主幹 畠　山　佐和子
町民税務課税務班主幹 瀬 戸 誉 之
　〃　　清水支所主幹 佐 藤 勝 也
　〃　　三保支所主幹 鳥 海 伸 吉
福祉課福祉推進班主幹 池 谷 千 春
保険健康課保険年金班主幹 尾 崎 雄 一
　　〃　　健康づくり班主幹 岩 本 公 良
環境課生活環境班主幹 石 田 照 夫
環境課付主幹（足柄西部清掃組合派遣） 髙 橋 英 治
都市整備課管理計画班主幹 土　井　　　覚
学校教育課教育班主幹（新採用） 大 越 泰 子

［副主幹･副技幹級］　　　　　　　　　（平成２８年４月１日付け）

所　　　　　　属 氏　　名
企画政策課政策班副主幹 平　野　泰　輔
財務課財産管理班副主幹 尾　崎　顕　治
総務防災課庶務班副主幹 池　谷　　　栄
総務防災課付副主幹（中井町へ派遣） 寺　屋　真　帆
町民税務課税務班副主幹 山　村　美果子
福祉課わかば保育園副技幹 吉　田　元　子
　〃　　　　〃　　　〃 尾　崎　明日香
　〃　向原保育園副技幹 小　野　明　美
農林課農林振興班副主幹 加　藤　悦　孝
都市整備課整備班副主幹 鈴　木　憲　一
上下水道課工務班副主幹 尾　崎　能　久
学校教育課岸幼稚園副技幹 髙　橋　和　子

[班　員]　　　　　　　　　　　　　　（平成２８年４月１日付け）

所　　　　　　属 氏　　名
企画政策課政策班主事 勝　俣　　　修
総務防災課付主任主事（神奈川県へ派遣） 伊 東 琢 磨
　　〃　　庶務班主事 小 野 仁 美
　　〃　　防災消防班主事補（新採用） 田　代　　　拓

[班　員]　　　　　　　　　　　　　　（平成２８年４月１日付け）

所　　　　　　属 氏　　名
町民税務課税務班主任主事 藤 澤 全 禎
福祉課福祉推進班主事 倉野内　美智子
　〃　子ども支援班主査 磯 崎 雅 史
　〃　向原保育園主査（新採用） 細 谷 依 美
　〃　　　〃　　主事 中 嶋 千 恵
保険健康課保険年金班主事補（新採用） 石 村 公 一
　　〃　　健康づくり班主査（新採用） 瀬 戸 美 樹
　　〃　　　　　〃　　主任主事 小 澤 康 之
環境課生活環境班主事 杉　山　　　豊
農林課農林振興班主査（神奈川県から派遣） 松 田 康 利
　〃　　　〃　　主任主事 岩見谷　真　志
　〃　　　〃　　主事補（新採用） 杉 本 正 斗
商工観光課商工観光班主査 加 藤 哲 也
都市整備課管理計画班主事補（新採用） 池 田 真 也
　　〃　　整備班主事 大胡田　啓　介
新東名対策室新東名対策班主事補（新採用） 佐 藤 翔 太
上下水道課管理班主事 小野塚　成　美
定住対策課定住対策班主事補（新採用） 渡　邉　　　桜
学校教育課教育班主査 大 島 恭 子
　　〃　　　〃　主事補（新採用） 山 﨑 真 実
　　〃　　山北幼稚園主任主事 権　守　香昌美
　　〃　　　　〃　　主事 田 渕 晴 子
　　〃　　三保幼稚園主任主事 鈴 木 久 美
生涯学習課生涯学習スポーツ班主事 豊 留 玲 美
　　〃　　　　　　〃　　　　主事補（新採用） 山　﨑　　　剛
　　〃　　生涯学習センター主事 小　瀬　さかえ

[再任用］　　　　　　　　　　　　　　（平成２８年４月１日付け）

所　　　　　　属 氏　　名
財務課財産管理班 湯　川　光　広
町民税務課清水支所 岩　本　保　司
保険健康課健康づくり班 杉　本　吉　郎
環境課生活環境班 武　井　　　敦
学校教育課川村小学校 湯　川　泰　子

 [退職者]　　　　　　　　　　　　　（平成２８年３月３１日付け）

氏　　　名 旧　　所　　属
湯 　 川 　 光 　 広 参事兼都市整備課長
杉 　 本 　 吉 　 郎 保険健康課長
武 　 井 　 　 　 敦 会計管理者兼課長
岩 　 本 　 保 　 司 保険健康課主幹
湯 　 川 　 泰 　 子 学校教育課主任調理員
大 　 庭 　 菜 穂 子 学校教育課主幹（神奈川県へ転出）
筏 　 井 　 健 　 行 定住対策室主任主事（神奈川県交流期間満了）
横 　 山 　 希 実 子 保険健康課主任保健師
中 三 川 　 　 　 嵩 環境農林課主事
中 　 嶋 　 　 　 正 総務防災課主事
尾 　 崎 　 麻 　 由 福祉課主事補
川 　 口 　 蓮 　 二 総務防災課付主事補（平成28年2月29日付け）
髙 　 橋 　 安 　 弘 保険健康課（再任用期間満了）
鈴 　 木 　 　 　 治 環境農林課（再任用期間満了）
池 　 田 　 早 智 子 町民税務課（再任用期間満了）
依 　 田 　 由 美 子 保険健康課（再任用期間満了）

◆ 府川参事兼農林課長(災害対策担当)のコメント ◆

災害対策担当参事として、これまで以上に
町のために頑張っていきたいと思います。
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先生からのメッセージ

平成２７年度末・平成２８年度　教職員の人事異動（敬称略）

山北診療所の新しい先生を紹介します

[着任等]　　　　　　　　　　　　　　　（平成２８年４月１日付け）

着任学校名 職　名 氏　名 前任学校名等
川村小学校 教頭（昇任） 髙　橋　あゆみ 川村小学校
川村小学校 総括教諭（昇任） 大　川　美　和 川村小学校
川村小学校 総括教諭（昇任） 八　﨑　任　希 川村小学校
川村小学校 教諭 伊　藤　　　崇 開成南小学校
川村小学校 教諭 新　田　　　輝 向田小学校
川村小学校 教諭 露　木　希　来 （新採用）
川村小学校 教諭 山　口　友理恵 （新採用）
川村小学校 事務主事 石　井　阿　希 （新採用）
川村小学校 教諭 稲　葉　陽　子 井ノ口小学校
三保小学校 校長（昇任） 中　村　有　佐 岩原小学校
三保小学校 総括教諭 磯　崎　美才江 井ノ口小学校
三保小学校 教諭 佐々木　麻　衣 （新採用）
三保小学校 事務主事 磯　田　覚　子 （新採用）
三保小学校 教諭 林　　　慎　悟 川村小学校
三保小学校 教諭（再任用） 水　野　敏　計 三保小学校
山北中学校 校長 中　野　敏　治 岡本中学校
山北中学校 教諭 武　田　歳　直 中井中学校
山北中学校 教諭 内　藤　　　篤 南足柄中学校
山北中学校 主任事務主事 中　川　香奈子 川村小学校
山北中学校 教諭 小瀬村　　　操 足柄台中学校

[転　任]　　　　　　　　　　　　　　（平成２８年３月３１日付け）

学校名 職　名 氏　名 転任学校名等
川村小学校 教頭 遠 藤 彰 子 福沢小学校
川村小学校 総括教諭 水　野　実枝子 大井小学校
川村小学校 教諭 松 原 聡 嗣 小田原養護学校
川村小学校 教諭 小 山 　 　 剛 逗子市立逗子小学校
川村小学校 教諭 込 山 卓 郎 上大井小学校
川村小学校 教諭 荒　川　紗央里 相模原市立麻溝小学校
川村小学校 教諭 関 野 利 之 向田小学校
三保小学校 校長 山　﨑　恵美子 開成小学校
三保小学校 教諭 小 宮 萌 美 向田小学校
三保小学校 教諭 長 島 由 太 南足柄小学校
山北中学校 校長 植　松　さとみ 寄中学校
山北中学校 教諭 宇 田 　 　 晃 県西教育事務所
山北中学校 教諭 渡 邉 美 雪 平塚中等教育学校
山北中学校 教諭 御手洗　雄　太 小田原養護学校
山北中学校 教諭 高　梨　　　隼 鎌倉市教育委員会

[退　職]　　　　　　　　　　　　　　（平成２８年３月３１日付け）

学校名 職　名 氏　名
三保小学校 総括教諭 水 野 敏 計
山北中学校 事務主幹 細 谷 光 子
山北中学校 教諭（再任用） 本 多 宗 一

　平成２４年から４年間、山北診療所で診察を行ってきました濱田俊之医師が、中井町の病院へ異動すること
になり、平成２８年４月１日より新たに三瓶正史医師が診療所長として赴任されました。 

三
み か め

瓶　正
た だ し

史 医師（５６歳）
プライマリ・ケア学会指導医、日本医
師会産業医の資格を持たれ、産業医、
真鶴診療所（指定管理者：地域医療振
興会山北診療所と同一）を歴任され、
このたび山北診療所に赴任されること
となりました。

チューリップ・

マーガレット・柿・

ポポーなど

仕込中です。

真鶴診療所も地域医療を担当し
てきました。山北町でも訪問診療
含めて幅広く診させていただきま
すので、ご指導ご鞭

べんたつ
撻のほどよろ

しくお願いします。
趣味は、ガーデニングと海釣り

と囲碁です。

広報やまきた　平成28年5月号　No.735 6広報やまきた　平成28年5月号　No.7357



よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
各
団
体
新
メ
ン
バ
ー
紹
介

平成28年
4月から

青少年指導員の活動の様子

スポーツ推進委員の活動の様子

■
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
推
進
し
て
い
た
だ
く
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が
、
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
28
年
４
月
か
ら
２
年
間
で
す
。（
敬
称
略
）

飯
田　
　
克
（
根
下
）　
石
川　
　
智
（
萩
原
下
）

堀　
　
　
彰
（
上
清
水
）　
芝　
　
玲
子
（
萩
原
）

山
崎　
康
弘
（
城
山
）　
諸
角
久
美
子
（
原
耕
地
）

尾
崎　
　
剛
（
日
向
）　
瀬
戸　
健
二
（
尺
里
東
）

遠
藤　
圭
子
（
高
松
）　
岩
本　
紀
枝
（
鍛
冶
屋
敷
）

池
谷　
公
治
（
透
間
）　
池
田　
　
健
（
大
蔵
野
）

湯
川　
浩
一
（ 

畑 

）　
佐
藤　
博
美
（
箒
沢
）

▼
退
任

磯
崎　
昭
久
（
平
山
）　
小
菅　
克
彦
（ 

宿 

）

佐
藤 

俊
彦
（
尺
里
東
）

瀬
戸
博
夫
さ
ん
が
監
査
委
員
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
任
さ
れ
ま
し
た

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
任
さ
れ
ま
し
た

町
の
監
査
委
員
と
し
て
、
瀬
戸
博
夫

さ
ん
（
中
下
清
水
）
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
４
月
13
日
付
け
で
任
期
満
了
と

な
っ
た
石
田
利
雄
さ
ん
の
後
任
と
し
て

議
会
で
可
決
さ
れ
、
町
長
よ
り
辞
令
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

監
査
委
員
の
仕
事
は
、
決
算
な
ど
の

審
査
、
現
金
出
納
の
検
査
、
公
金
の
収

納
等
監
査
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

【
問
合
せ
】
総
務
防
災
課
庶
務
班

（
電
話
）
75
ー
３
６
４
３

　
平
成
28
年
３
月
31
日
で
任
期
満
了
を

迎
え
た
町
の
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
大
野
博
世
さ
ん
（
皆
瀬
川
）

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
28

年
４
月
１
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
は
、
町

議
会
の
同
意
を
得
て
町
長
が
選
任
し
た

委
員
３
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
選
任
さ
れ
た
大
野
博
世
（
皆
瀬
川
）

さ
ん
の
ほ
か
、武
尾
昌
則
さ
ん（
谷
ケ
）、

三
尋
木
昭
治
さ
ん
（
原
耕
地
）
が
委
員

で
選
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
総
務
防
災
課
庶
務
班

　
　
　
　
　
（
電
話
）
75
ー
３
６
４
３

■
青
少
年
指
導
員

青
少
年
の
健
全
な
育
成
と
組
織
活
動
の
指
導
、
助

言
を
し
て
い
た
だ
く
青
少
年
指
導
員
が
、
次
の
と
お

り
決
ま
り
ま
し
た
。
任
期
は
、
平
成
28
年
４
月
か
ら

２
年
間
で
す
。（
敬
称
略
）

佐
久
間
善
弘
（
馬
場
）　
杉
﨑　
寿
江
（
萩
原
）

武
井　
靖
雄
（
鶴
野
）　
三
浦　
恭
之
（
堂
山
）

日
隈　
知
美
（
平
山
）　
小
西　
恵
子
（ 
宿 
）

瀬
戸　
秋
次
（
越
地
）　
根
之
木
孝
子
（
原
耕
地
）

村
上　
栄
子
（
湯
坂
）　
池
田
し
の
ぶ
（
上
本
村
）

荻
野　
　
隆
（
下
本
村
）　
瀬
戸　
伸
二
（
尺
里
東
）

髙
橋　
通
夫
（
尺
里
中
）　
髙
橋　
純
子（
瀬
戸・駒
ノ
子
）

池
田　
博
之
（
谷
ケ
）　
磯
部　
健
一
（
湯
触
）

渡
辺　
英
知
（
谷
戸
諸
渕

）　
鈴
木　
宏
之
（
玄
倉
）

諸
星　
　
誠
（
玄
倉
）

▼
退
任

菅
谷　
光
恵
（
萩
原
）　
細
川　
和
幸
（
田
屋
敷
）

松
永　
　
孝
（
万
随
）　
湊　
　
　
滋
（
越
地
）

若
林
ミ
ワ
子
（
班
目
）　
荒
原　
和
之
（
尺
里
中
）

荻
野　
智
常
（
下
本
村
）　
湯
川　
隆
治
（
尺
里
東
）

山
﨑　
孝
弘
（
湯
触
）　
杉
本　
太
一
（
玄
倉
）

諸
星　
孝
治
（
玄
倉
）
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清水地区では、少子高齢化と過疎化が進行し、人
口が段々と減少していますが、それに伴い地域の活
力が少しずつ衰退しているのではないかという不安
を感じています。地域の特産品の足柄茶も農業の担
い手不足と高齢化によって、この十年ほどで１５％
も耕作面積が減っています。また、新東名高速道路
の建設に伴い、移転を余儀なくされた世帯の中には、
町外に転出してしまう世帯もあり、ますます人口減
少に拍車がかかっている状況にあります。こうした
状況から抜け出すにはどうしたらいいか。難しい課
題ではありますが、様々な方々の意見を聞いて、地
域の活性化に向けて、今こそ地域を挙げて取り組む
必要があると痛感しています。

地域住民が安全安心に暮らせること、そしてすべ
ての住民が豊かな心で生活できること、この二つの
ために自治会や連合自治会があるといっても過言で
はないと思います。そのためには、みんなが協力し
合える地域集団となることが理想ではないかと思い
ます。

平成３２年度に清水地区に開設されることが決
まった新東名高速道路のスマートインターチェンジ
や、国の進める地方創生の動きと合わせて地域の魅
力づくりができれば、若い世代のUターンが増えた
り、他地区からの転入者を増加させたりすることが
できるということを信じて、地域の活性化に全力で
取り組んでいきたいと思います。

このコーナーでは、１月号から６回にわたり、町内の
６連合自治会長にお話を伺っていきます。今回は、清水
連合自治会長の尾﨑政男さんにお話を伺いました。

我が家は主人、私、長女叶恵３歳、長男唯翔７か月の
４人家族です。山北町に引っ越してきて７月で２年が経

た
と

うとしています。山北には知り合いもおらず、何の情報も
知らずに引っ越してきましたが、子育てするには大変恵ま
れた環境でびっくりしました。まず家から１分の場所にぐみ
の木公園があっていつでもすぐに遊べること。叶恵はパパ
と２人で出掛け、砂だらけになってたくさん遊んだようで満
足そうに帰ってきます。１歳までオムツ支援があることも他
県に住む友人などに話すとびっくりされ、大変羨

うらや
ましがら

れます。近所の皆さんもとても親切で、ベビーカーを押し
てお散歩していると声をかけてくださったり、帰りがけにた
くさんのみかんを頂いたり、仲良くしている看護士さんか
らはスーパーでお菓子を買ってもらうなんてことも…。本
当に皆さんの心優しい気遣いに感謝する日々 です。

支援センターでもたくさんのお友だちが出来ました。最
初の頃は私から離れずずっと横で遊んでいましたが、ほん
のこの１～２か月のうちに元気よく他のお友だちの輪に入っ
ていけるようになり、一緒に走り回ったりおままごとしたりと
遊べるようになりました。春から幼稚園なのに私から離れ
られるかしらと少々心配していたのですが、子どもの成長
には驚かされます。

昨年生まれた弟の唯翔も順調に成長しており、とびきり
のスマイルで私たち家族を癒

い
やしてくれます。離乳食も少

しずつ始まったので、これからも元気いっぱい育ってほし
いと思います。２人にはこの自然あふれる山北で心豊かに
のびのびと育っていってほしいと願っています。

　　　　　　　　　（お話は、お母さんの睦実さん）

班　目伊倉さんご家族
お父さん　伊倉　唯介さん

お母さん　　　　睦実さん

　　　　　　　　叶
か な え

恵ちゃん　3歳
　　　　　　　　唯

ゆ い と
翔くん　  ７か月

町の人
尾﨑　政男さん
（清水連合自治会長）

れぞれの自治会や連合自治会が抱えて
いる課題はどのようなことですか。そ

治会や連合自治会の理想像はどのような
ものでしょうか。自

合自治会長として、どのように
取り組んでいきたいと考えていますか。連
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【問合せ】上下水道課工務班（電話）７５－３６４５

採水日時　平成２８年３月３日（木）午前８時３０分
採水場所　皆瀬川浄水場（山北町山北３７０１）
検査結果（浄水） ・セシウム（Ｃｓ１３４）不検出
　　　　　　　・セシウム（Ｃｓ１３７）不検出
　　　　　　　・ヨウ素　（Ｉ １３１）　不検出

※過去３９回の検査を実施し、すべてにおいて
放射性物質は検出されていません。

水質検査計画を策定しました豊作と安全を願う「献茶祭」

「山北町教育大綱」を策定しました

水道水の放射性物質

濃 度 検査結果

町民の方々に安心して良質な水道水を供給でき
るよう、水質基準に関する法令や水源などの水道
施設の状況を勘案し、平成２８年度水質検査計画
を策定しました。

検査計画はホームページ及び上下水道課にて閲
覧することができます。また、過去の検査結果に
ついては上下水道課にて閲覧できます。

４月１２日、神奈川県農協茶業センター直売所の記念
碑前では、足柄茶の今年の豊作と安全を願うとともに、
新たな気持ちで新茶を迎えるための献茶祭が、同セン
ター役員や県茶業振興協議会、地区生産者代表など関
係者が出席し執り行われました。

会場では足柄茶コンシェルジュによる呈
ていちゃ

茶が行われ、
茶葉を使ったお菓子などが参加者に振る舞われました。

今年のお茶は天
候に恵まれ順調
に育っているよう
で、 おいしい一
番茶の味と香りを
楽しむ季節はもう
すぐ訪れます。

町では、平成２７年４月１日の「地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律」の施行をうけ、
町長と教育委員会で構成する「総合教育会議」を設置し、本町の教育及び文化などの振興に関する総合的な施策に
ついて、その目標や施策の根本的な方針を定めた「山北町教育大綱」を策定しました。

この大綱により、本町が目指す「学びと歴史文化を生かしたまちづくり」の方向性を明らかにし、学校・家庭・地
域が連携を図り、町民総ぐるみによる教育を進めます。

〔概　要〕本大綱の３つの基本目標とそれを達成するための取り組みを定めました。

【問合せ】企画政策課政策班　（電話）７５ー３６５１

塩漬けした桜の花びら
が入ったお茶で献杯！

茶葉を使った
お菓子を味わう参加者 ▼

基本目標１

基本目標２

基本目標３

　　　　　　　次代を担う子どもの教育・青少年の育成
幼児教育を充実させるとともに、安心して子育てできる環境づくりを進めます。
学校教育においては、教育環境の整備や教育内容の充実により、「生きる力」を育成し、児童・生徒一人ひとり

の個性や能力を生かすことのできるきめ細やかな教育を進めます。また、学校・家庭・地域が連携して、青少年が
心身ともに健全に育つ環境づくりを進めます。

　　　　　　　生涯学習・生涯スポーツ・文化活動の推進　
生涯を通じて学びながら豊かで充実した生活を送ることができるよう、学習機会の充実や学びの場の提供などを図ります。
また、子どもから高齢者まで、町民誰もが気軽にスポーツを楽しむことができる環境づくりに取り組みます。自

発的で活発な文化活動の支援や発表の機会の充実に努めるとともに、地域特有の文化遺産や歴史に親しめる環
境づくりを進めます。

　　　　　　　人権尊重のまちづくりの推進　
すべての人がお互いの人権を尊重し、共に協力して支え合うことができるよう、人権教育や啓発活動を行います。
また、性別に関係なく、その人の個性、能力を十分に発揮することができ、就業や地域活動などあらゆる分野

に参画できる環境づくりを進めます。

広報やまきた　平成28年5月号　No.7359



健
康
レ
ポ
ー
ト

第50号

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

心の豊かさは学びから

あなたも生涯学
習活動に参加してみませんか

足柄上郡山北町山北

生涯学習センター通信 №26生涯学習センター通信 №26

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
通
信
５
月
号

ワンダーランド最終公演
を開催しました！

★『ワンダーランド』は平成１１年から１６年間活動していましたが、今回の公演で最終となりました‼

３月２０
日（日）に

「ワンダ
ーランド

最終公演
」

を開催し
ました。

明るい春
の日に子

ども達の

かわいい
ダンスや

演劇など

が披露さ
れました

。

「
噛
む
こ
と
」
は
、
顔
全
体
の
筋
肉
を

鍛
え
、《
脳
を
刺
激
》
し
ま
す
。
脳
を
刺

激
す
る
こ
と
に
よ
り
《
脳
の
血
流
》
が
よ

く
な
り
、
意
欲
・
判
断
力
・
記
憶
力
が
向

上
し
ま
す
。

ま
た
、
集
中
の
連
続
で
脳
が
疲
れ
た
時

に
ガ
ム
を
噛
む
と
、
精
神
的
な
疲
労
が
回

復
す
る
こ
と
も
、わ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

特
に
加
齢
で
歯
が
弱
く
な
る
と
、
口
か
ら

の
刺
激
が
少
な
く
な
り
、
物
忘
れ
や
記
憶

力
が
低
下
し
ま
す
。

日
頃
か
ら
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
習
慣
を

つ
け
、「
噛
む
力
」
が
衰
え
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

「
噛
む
こ
と
」
＝ 

脳
の
活
性
化

「
噛
む
こ
と
」 

＝ 

運
動
発
達

「
噛
む
力
」
と
全
身
の
筋
肉
量
は
比
例

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

「
噛
む
力
」
が
弱
い
と
筋
肉
量
も
少
な
く
、

身
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
り
に
く
く
な
り
、

運
動
能
力
の
低
下
や
転
倒
の
リ
ス
ク
の
増

加
に
つ
な
が
り
ま
す
。　

特
に
成
長
期
の
子
ど
も
に
と
っ
て
は
、

「
噛
む
こ
と
」
が
、
歯
や
口
の
健
康
だ
け

で
な
く
、
運
動
発
達
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
す
。　
　

日
頃
の
食
事
に
野
菜
を
取
り
入
れ
、
歯

ご
た
え
の
あ
る
食
事
で
、
し
っ
か
り
噛
ん

で
食
べ
る
習
慣
を
つ
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

「
よ
く
噛
む
人
」町
の
現
状

「
は
い
」（
よ
く
噛
む
）
と
い
う
回
答
は
、

中
学
２
年
生
の
25
％
が
最
も
割
合
が
高

く
、
小
学
５
年
生
で
は
8.4
％
と
全
体
の
１

割
に
満
た
な
い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

成
人
に
至
って
は
、「
い
い
え
」（
よ
く
噛

ま
な
い
）
と
い
う
回
答
が
5
1
.
4
％
と

な
っ
て
お
り
、
よ
く
噛
ん
で
食
べ
て
い
る
町

民
が
少
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

「
よ
く
噛
む
」
習
慣
を
身
に
つ
け
て
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
健
康
的
な
身
体
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】
保
険
健
康
課
健
康
づ
く
り
班

（
電
話
）
75
ー
0
8
2
2

こ
の
グ
ラ
フ
は
、
平
成
27
年
度
に
町
で

実
施
し
た
健
康
増
進
計
画
・
食
育
推
進
計

画
の
見
直
し
に
伴
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

「
食
事
を
よ
く
噛
ん
で
食
べ
て
い
る
か（
よ

く
噛
む
と
は
ひ
と
口
30
回
程
度
が
目
安
）」

と
い
う
質
問
の
結
果
で
す
。

今
月
の
イ
ベ
ン
ト
日

５
月
18
日
（
水
） 「
お
茶
」
湯
の
日

５
月
26
日
（
木
）
風
呂（
ふ
ろ
）の
日

・
毎
月
26
日
を
風
呂
の
日
と
し
、
当

日
利
用
券
を
購
入
し
入
場
さ
れ
た

方
全
員
に
、
次
回
平
日
ご
利
用
割

引
券
を
差
し
上
げ

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
町

H
P
な
ど
を
ご

覧
く
だ
さ
い

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
さ
く
ら
の
湯
】通
信

毎
日
で
き
る
健
康
づ
く
り

　
～ 

「
噛
む
こ
と
」の
健
康
効
果 

～

小学5年生 中学2年生 16～ 18歳 成人
■ は　い 8.4% 25.0% 23.2 20.9%
■ 時　々 44.6% 50.0% 44.9% 27.7%
■ いいえ 47.0% 25.0% 31.9 51.4%

食事はよく噛んで食べていますか
（よく噛むとは一口 30回程度が目安）
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心の豊かさは学びから

あなたも生涯学
習活動に参加してみませんか

足柄上郡山北町山北

生涯学習センター通信 №26生涯学習センター通信 №26

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
通
信
５
月
号

ワンダーランド最終公演
を開催しました！

★『ワンダーランド』は平成１１年から１６年間活動していましたが、今回の公演で最終となりました‼

３月２０
日（日）に

「ワンダ
ーランド

最終公演
」

を開催し
ました。

明るい春
の日に子

ども達の

かわいい
ダンスや

演劇など

が披露さ
れました

。
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を開催しました‼

information

ご自由にお持ち
帰りください！

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
通
信
５
月
号

前 回 の イ ベ ン ト か ら

　生涯学習センターでは夏休み期間中、小・中学生を対象に「いろいろなことを体
験しよう」をテーマにサマースクールを開校します。教室内容は特に問いませんの
で、子ども達を指導していただける講師を募集します。
　詳しくは、生涯学習センター事務室 ℡（７５）３１３１までお問合せください
開校期間  ７月２３日（土）～８月２１日（日）　募集期間  ５月３日（火）～５月２４日（火）

日　時  ５月１８日（水）～５月２５日（水） ９：００～１７：００
　　　　（ただし、１８日は１３：００から２５日は１６：００まで）   
場　所  １階ロビー
主　催　山北美術協会　瀬戸　栄子　☎（７５）２１５５

春休み期間中、小学生以上を対象に『スプリングスクール』を開催しました‼
肌寒い日もありましたが、それでもみんな元気いっぱい楽しく活動することができました。

鈴木早苗さんを講師にお招きして「小箱のデコパージュ
教室」を開催しました。
好きな絵柄の紙を特殊なのりで貼り付けて、素敵な
オリジナル小箱を作ることが出来ました。

坪内あけみさんを講師にお招きして「ミサンガ作り
教室」を開催しました。
好きな色のヘアゴムを使い、素敵なミサンガを作るこ

とが出来ました。

▼  サマースクールの講師を募集します！

　図書室では、不要になった本や町民の皆様から提供していただいた
本を有効活用するため、リサイクル展を開催します。
日　時  ６月４日（土）～６月１２日（日）９：００～１７：００　場　所　１階ロビー

▼  本のリサイクル展

ロ
ビ
ー
展
示
の
お
知
ら
せ

山北美術協会
春季小作品展

ロビー展示を開催しました！

桃の節句～つるし雛飾り～
【３月２６日（土）～４月１０日（日）】

山北写真同好会写真展
【4月12日（火）～４月24日（日）】

日　時  ５月２６日（木）～６月３日（金） ９：００～１７：００
　　　　（ただし、２６日は１０：００から３日は１６：００まで）   
場　所  １階ロビー　　主　催　広美会　瀬戸　恵子

ちぎり絵個展 

前回の
作品より

前回の
作品より
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を開催しました‼

information

ご自由にお持ち
帰りください！

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
通
信
５
月
号

前 回 の イ ベ ン ト か ら

　生涯学習センターでは夏休み期間中、小・中学生を対象に「いろいろなことを体
験しよう」をテーマにサマースクールを開校します。教室内容は特に問いませんの
で、子ども達を指導していただける講師を募集します。
　詳しくは、生涯学習センター事務室 ℡（７５）３１３１までお問合せください
開校期間  ７月２３日（土）～８月２１日（日）　募集期間  ５月３日（火）～５月２４日（火）

日　時  ５月１８日（水）～５月２５日（水） ９：００～１７：００
　　　　（ただし、１８日は１３：００から２５日は１６：００まで）   
場　所  １階ロビー
主　催　山北美術協会　瀬戸　栄子　☎（７５）２１５５

春休み期間中、小学生以上を対象に『スプリングスクール』を開催しました‼
肌寒い日もありましたが、それでもみんな元気いっぱい楽しく活動することができました。

鈴木早苗さんを講師にお招きして「小箱のデコパージュ
教室」を開催しました。
好きな絵柄の紙を特殊なのりで貼り付けて、素敵な

オリジナル小箱を作ることが出来ました。

坪内あけみさんを講師にお招きして「ミサンガ作り
教室」を開催しました。
好きな色のヘアゴムを使い、素敵なミサンガを作るこ

とが出来ました。

▼  サマースクールの講師を募集します！

　図書室では、不要になった本や町民の皆様から提供していただいた
本を有効活用するため、リサイクル展を開催します。
日　時  ６月４日（土）～６月１２日（日）９：００～１７：００　場　所　１階ロビー

▼  本のリサイクル展

ロ
ビ
ー
展
示
の
お
知
ら
せ

山北美術協会
春季小作品展

ロビー展示を開催しました！

桃の節句～つるし雛飾り～
【３月２６日（土）～４月１０日（日）】

山北写真同好会写真展
【4月12日（火）～４月24日（日）】

日　時  ５月２６日（木）～６月３日（金） ９：００～１７：００
　　　　（ただし、２６日は１０：００から３日は１６：００まで）   
場　所  １階ロビー　　主　催　広美会　瀬戸　恵子

ちぎり絵個展 

前回の
作品より

前回の
作品より

図図 室室書 から

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
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信
５
月
号

☆ 今月の新着本案内 ☆

書　　　名   著  者  名  等
アンと青春

橋を渡る

眩（くらら）

暗幕のゲルニカ

アレルギー医療革命

坂木　司

吉田　修一

朝井　まかて

原田　ハマ

ＮＨＫスペシャル取材班

片山　健

田中　六大

柏葉　幸子

宮澤　七郎

安東　みきえ

◆ 一 般 書
書　　　名   著  者  名  等

あったかいな

うどん対ラーメン

モンスター・ホテルでピクニック

ミクロワールド大図鑑４

迷いクジラの子守歌

◆ 児 童 書

ほか ほか

利 用 案 内

～予約ランキング～
対象期間：3月1日～31日

１位　「幹事のアッコちゃん」柚木麻子/著
２位　「擬宝珠のある橋」宇江佐真理/著
２位　「浮遊」高嶋哲夫/著
２位　「バベル九朔」万城目学/著
２位　「異国の影」佐伯泰英/著

ご利用ください！ご図書室を
《利用できる方》　☆山北町に在住・在勤・在学の方。

☆小田原市・南足柄市・中井町・大井町・松田町・開成町・箱根町・真鶴町・湯河原町・秦野市に
お住まいの方。

《登 録 方 法》　☆住所・氏名・生年月日を確認できるもの（運転免許証や健康保険証、学生証など）をお持ちください。
☆小学生以下のお子さんは保護者の方が申請をしてください。

利用時間は、9:00～18:00です。
（ただし、木曜日以外の17:00～18:00は閲覧・コピー・
返却のみとなります）
貸出数は、本5冊・雑誌2冊以内で期間は2週間、ビデオ・
DVDは合計2点で期間は1週間以内です。
静かな場所で学習されたい方は、2階のまなび室をご利用
ください。（※図書室で利用手続きが必要）
休館日の図書の返却は、生涯学習センター入口横の返却
ポストをご利用ください。（ビデオ・DVD・紙芝居は
カウンターへお返しください）
清水・三保支所の窓口でも返却ができ
ます。
インターネットで図書室の蔵書・DVD
の検索や予約をすることができます。
【アドレス】
●パソコン　http://yamakita-lib.jp
●携帯電話の方は、こちらを読み込んでください ↑

携帯サイトの
案内はこちら

⑴「本屋大賞コーナー」
　全国の書店員が選んだ本屋大賞ノミネー
ト作品を 5月 31日まで展示しています。

★本屋大賞『羊と鋼の森』宮下奈都 著★
⑵「子ども読書の日コーナー」
　「こどもの読書週間」に合わせて、小学
生におすすめの本を、5 月 31 日まで展示
しています。

⑶「今月のおすすめ本コーナー」
　先月に引き続き、映画やドラマなど映像
化された作品の原作本を展示しています。

⑷「ＹＡコーナー』(ヤングアダルト )
　おもに中学生や高校生などの10代の方に
おすすめの本を集めてご紹介しています。
⑸『プー横丁おすすめコーナー』
　生涯学習センター読書ボランティアの
「プー横丁」が、主に小中学生におすすめ
の本をポップ付きでご紹介しています。
　このほかにも、図書室おすすめの絵本
コーナーや、新しい本のコーナー、ブック
スタートコーナー、時期に合わせたコー
ナーなどがあります。
　ぜひ図書室にお越しください！

各種コーナー紹介
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町長の扉入るときは、各BOX～うたまで レイアウト全て調整してあるので、そのまま流用しない事！！

町内の災害等出動状況
火災 １件 救急 ６３件 救助 4件

3月1日から3月31日まで（小田原市消防本部）

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

こ と み

鶴野南　北　林　采　実（女）靖　久・美　和
万　随　三ツ元　ひなた（女）勇　介・彩　香

※今回の掲載分は、平成２８年３月１６日から平成２８年４月１５日までに受付したものです。
　なお、希望された場合のみ掲載しています。

　台　　　岩　本　丒　雄（男）９０歳　本　人
萩　原　　關　　　アイ子（女）９５歳　　〃
堂　山　　内　田　洋　子（女）７４歳　　〃
怒杭文化　　小　林　比呂道（男）７１歳　　〃
　〃　　　牧　田　榮　次（男）８８歳　　〃
湯　坂　　武　井　利　之（男）７３歳　　〃
尺里中　　杉　山　宇太郎（男）９１歳　　〃
上本村　　　　野　好　子（女）９０歳　　〃
村　雨　　川　本　鐵　男（男）８４歳　　〃
水　上　　長谷川　　　勇（男）６７歳　　〃
神　縄　　山　﨑　カヲル（女）９５歳　　〃
　畑　　　本　𣘺　キ　ク（女）８１歳　　〃
萩　原　　石　川　治　彦（男）５１歳　治　夫
　〃　　　池　谷　け　い（女）９１歳　則　明
　〃　　　湯　山　榮　子（女）８９歳　博　紀
中下清水　　髙　橋　　　末（女）８９歳　　正
山市場　　鈴　木　廣　司（男）５９歳　きぬ子
神　縄　　尾　﨑　靜　子（女）９４歳

山北　 144mm（116mm）
三保　 148mm（113mm）

山北　10.4℃（ 9.8℃）
三保　 7.9℃（ 7.9℃）

※（　）内は平成27年の数値

（　）内は前月比
男
女
計

５，376人
５，635人
１１，011人

（－30人）
（－31人）
（－61人）

世帯数　４，２50世帯（ー10世帯）

  神奈川柑橘果工株式会社 様 500,０００円
森林保全活動のため

株式会社 トヤマ 様 10,０００円
スポーツ振興のため

生涯学習センターでは、地球温暖化防止対策推進のため、

　①照明は使用時以外こまめに切る。
　②冷暖房は、冷房28℃以上・暖房20℃以下に設定する。
以上のことに取り組んでいます。皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

限られた資源を
大切にしましょう

生
涯
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ー
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信
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＊ 都合により内容を変更する場合もありますのでご了承ください。
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※生涯学習センター（図書室を含む）は、年末年始を除く祝日も開館しております。
　ただし、祝日の翌日は休館になります。

※      　 は休館日、    　   は祝日。
休 館 日

5 月 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ

3 火 サマースクール講師募集期間
（～ 24 日） 事 務 室 ９：００ 申込者 生涯学習センター

7 土
ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 生涯学習センター

おはなし会 図 書 室 １０：３０ 自　由 生涯学習センター

14 土 ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 生涯学習センター

15 日 音楽講座４「春をうたう」 視聴覚ホール １４：００ 自　由 ヴォーカルグループ「山びこ」

18 水 山北美術協会春季小作品展
（～ 25 日） １ 階 ロ ビ ー １３：００ 自　由 山北美術協会

瀬戸　栄子　  ☎（75）2155

21 土
ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 生涯学習センター

おはなし会 図 書 室 １０：３０ 自　由 生涯学習センター

25 水 チャレンジデー 多目的ホール ９：００ 自　由 チャレンジデー
実行委員会　  ☎（75）3649

26 木 ちぎり絵個展（～ 6 月 3 日） １ 階 ロ ビ ー １０：００ 自　由 広美会　瀬戸　恵子

28 土 ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 生涯学習センター

6 月（前半） 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 生涯学習センター

4 土

第 2 回山北町社会福祉大会 多目的ホール
第１・２・３会議室 ９：００ 自　由 社会福祉協議会　 ☎（75）1294

本のリサイクル展
（～ 12 日） １ 階 ロ ビ ー ９：００ 自　由 生涯学習センター

ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 生涯学習センター

おはなし会 図 書 室 １０：３０ 自　由 生涯学習センター
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町長の扉入るときは、各BOX～うたまで レイアウト全て調整してあるので、そのまま流用しない事！！

町内の災害等出動状況
火災 １件 救急 ６３件 救助 4件

3月1日から3月31日まで（小田原市消防本部）

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

こ と み
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万　随　三ツ元　ひなた（女）勇　介・彩　香

※今回の掲載分は、平成２８年３月１６日から平成２８年４月１５日までに受付したものです。
　なお、希望された場合のみ掲載しています。

　台　　　岩　本　丒　雄（男）９０歳　本　人
萩　原　　關　　　アイ子（女）９５歳　　〃
堂　山　　内　田　洋　子（女）７４歳　　〃
怒杭文化　　小　林　比呂道（男）７１歳　　〃
　〃　　　牧　田　榮　次（男）８８歳　　〃
湯　坂　　武　井　利　之（男）７３歳　　〃
尺里中　　杉　山　宇太郎（男）９１歳　　〃
上本村　　　　野　好　子（女）９０歳　　〃
村　雨　　川　本　鐵　男（男）８４歳　　〃
水　上　　長谷川　　　勇（男）６７歳　　〃
神　縄　　山　﨑　カヲル（女）９５歳　　〃
　畑　　　本　𣘺　キ　ク（女）８１歳　　〃
萩　原　　石　川　治　彦（男）５１歳　治　夫
　〃　　　池　谷　け　い（女）９１歳　則　明
　〃　　　湯　山　榮　子（女）８９歳　博　紀
中下清水　　髙　橋　　　末（女）８９歳　　正
山市場　　鈴　木　廣　司（男）５９歳　きぬ子
神　縄　　尾　﨑　靜　子（女）９４歳

山北　 144mm（116mm）
三保　 148mm（113mm）

山北　10.4℃（ 9.8℃）
三保　 7.9℃（ 7.9℃）

※（　）内は平成27年の数値
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５，635人
１１，011人

（－30人）
（－31人）
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世帯数　４，２50世帯（ー10世帯）

  神奈川柑橘果工株式会社 様 500,０００円
森林保全活動のため

株式会社 トヤマ 様 10,０００円
スポーツ振興のため

生涯学習センターでは、地球温暖化防止対策推進のため、

　①照明は使用時以外こまめに切る。
　②冷暖房は、冷房28℃以上・暖房20℃以下に設定する。
以上のことに取り組んでいます。皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
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やまきた桜まつり
ソーラン山北よさこいフェスティバル２０１６

　３月２４日から４月１０日にかけて第４４回
やまきた桜まつりが開催されました。
　３月２７日に開催されたソーラン山北よさこ
いフェスティバル２０１６では、町内外から２
６チーム約６００人の踊り子がメーン会場の鉄
道公園や山北駅前、桜並木の通りなどの各所で、
華麗な踊りを披露しました。今年は例年よりも
桜の開花が遅れたため、会場周辺は満開の桜と
はなりませんでしたが、色鮮やかな衣装を身に
まとい踊る踊り子の躍動感ある演舞に、町内外
から訪れた多くの方々は魅了されました。
　また、４月２日のイベント日には、お囃子や
太鼓の演奏など様々なイベントが行われました。
イベントの休憩時間には、サプライズ演出とし
て、突如ダンスパフォーマンス（フラッシュモブ）
が始められ、飛び入りでダンスに参加する方も
いられ、会場
全体が盛り上
がりました。

竹灯篭の夕べ
桜まつり期間中の４月４
日、竹灯篭の夕べが開催
され、竹灯篭による幻想
的な光がメーン会場を包
みました。

たけとうろう

はやし

あなたを包む
癒やしの光
い

　今月号の表紙は、御殿場線
沿いの桜並木の桜を眺めてい
る親子の様子です。
　ピンク色に染まった桜の木
を指さし、「ほら、見て！」
とお父さんに教える子どもの
姿を撮影しました。

今月の 表 紙 「桜並木を歩く親子」


